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まちづくり交付金　事後評価シート

鹿教湯地区

平成２１年３月

長野県上田市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 28.4ha

交付期間 40%

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値
あり

なし

あり

なし

あり

なし ●

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

32,582

87.0

80.4

 １）事業の実施状況

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、
実施した事業

事業名

当初計画
から
削除した
事業

・市道鹿教湯２号線遊歩道改良工事　　　　　　　・五台橋改修工事　　　　　　・みどり橋改修工事　　　　　　・紅葉橋改修工事　　　　・市道鹿教湯2号線コミュニティ道路整備工事　　　・鹿教湯温泉交流センタ－整備事
業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

% 82.9 H15 90.0

H15

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

交流センタ－利用者数 人 年間　　6,100 H15

80.0 H20

年間　75,300 ‐

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

○

1年以内の
達成見込み

96,297

○

H21年8月頃

クアハウスの利用者数 人 年間　26,000 H15 年間　30,000 H20 ‐

H20

H20 ‐

‐ H21年9月頃
地区内の整備を実施したことにより、来訪
者と地元住民の交流等が図られ目標値が
達成された。

H22年1月頃△

○60.0

指標1

指　標

指標２

%

宿泊比率

指標４ 宿泊客の温泉地満足度

指標３

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

交流センタ－・クアハウス
施設の利用比率

% ‐ ‐

効果発現要因
（総合所見）

数　　値

19.9 H21年9月頃
交流センタ－及びクアハウスの利用意向
アンケ－ト調査を実施し、利用比率を算出
して環境整備事業の評価を求める。

 ５）実施過程の評価

土産品関連の購買に波及効果があった。

その他の
数値指標３

交付期間
の変更

・交通システム研究事業　　　　　　　　　　　　　　 ・景観形成事業　　　　　　　・健康センタ－グレ－ドアップ事業

新たに追加し
た事業

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

委員会の活用を図り、まちづくり活性化対策の計画立案し、利用促進の
拡大及び維持管理に注力する。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

まちづくり活性化委員会

好評であり引き続き継続していく。

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

ボランティア団体によるイベントの開催「五台橋通り抜け茶会」

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

今後の対応方針等

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

交流センタ－を建設したことにより、観光交
流イベント等が開催され利用者の増加につ
ながった。

バリアフリ－整備等を実施したことにより、
利用者の増加につながった。

地区内整備が図られ、交流人口は増加し
たが宿泊者の拡大には至らず目標値は達
成できなかった。

H22年1月頃

指標５

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

地区名

事業名

数　　値

平成１７年度～平成２０年度

まちづくり交付金事業

鹿教湯地区

平成１７年度～平成２０年度 平成２０年度事後評価実施時期

長野県 市町村名 上田市

交付対象事業費 国費率



様式２－２　地区の概要

単位：　　　人 6,100 H15 75,300 H20 96,297 H20

単位：　　　人 26,000 H15 30,000 H20 32,582 H20

単位：　　　% 82.9 H15 90.0 H20 87.0 H20

単位：　　　% 60.0 H15 80.0 H20 80.4 H20

単位： H H H

①鹿教湯温泉交流ｾﾝﾀｰ整備事業 ④五台橋改修事業 ⑦健康ｾﾝﾀｰｸﾞﾚｰﾄﾞｱｯﾌﾟ事業

②市道鹿教湯2号線遊歩道改良工事 ⑤みどり橋改修事業 ⑧交通ｼｽﾃﾑ研究事業

③市道鹿教湯2号線ｺﾐｭﾆﾃｨ道路整備事業 ⑥紅葉橋改修事業 ⑨景観形成事業

湯福の里　・鹿教湯ときめき交流スクエア整備事業　　　～　健康と文化の里としての環境整備　～
・車優先から人優先の温泉郷
・新たなふれあいづくり、交流づくり
・訪れる人々が楽しめる回遊性のある温泉郷
・温泉郷での快適な生活環境

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

クアハウスの利用者数

交流センタ－利用者数

宿泊比率

宿泊客の温泉地満足度

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・観光客や交通弱者の立場で、人にやさしい道路整備を進めていく必要がある。
・「憩いと集い」の交流拠点整備が図られ、観光客や宿泊者が楽しめるイベント事業取組みを展開していく必要がある。
・健康センタ－の改修により、利用者を拡大を図る対策を検討していく必要がある。
・森林浴が楽しめる遊歩道と野趣溢れる路地裏のネットワ－ク化を図かり、観光客・中長期滞在者が歩いても見ても楽しめる健康づくり遊歩道の整備を進めていく必要がある。
・サイン等のデザインや外構について景観指針を基づき自然と調和した街並を整備を進めていく必要がある。

まちの課題の変化
地域住民と観光客が交流の場「鹿教湯温泉交流センタ－」が整備されたことにより、イベント等の開催により交流人口が増加し成果が現れた。
今後、イベント等を持続していくには運営スタッフ人員と運営資金面の確保が課題となった。

基幹事業 提案事業

目標値 評価値

鹿教湯地区（長野県上田市）　まちづくり交付金の成果概要

従前値

②

③

④ ⑤

⑧

⑦

■基幹事業
鹿教湯温泉交流センター

□提案事業
交通システム研究事業（鹿教湯5号線） □提案事業

温泉センターグレードアップ
事業

■基幹事業
鹿教湯2号線遊歩道改良工
事

■基幹事業
紅葉橋改修事業

■基幹事業
鹿教湯2号線コミュニティ道路整備事

■基幹事業
五台橋改修事業

■基幹事業
みどり橋改修事業

100m 300m

①

⑥


